を 開いて 見る と 蓮の 花や 葉が ありあり と 見えた。 小 供 

心に も 盲目になる かと 思って 居た のが 見えた のです か 

ら、 其 時の 嬉しかった こと は 今 思い出しても 飛び立つ 

ようでした。 最も 永い 病気で 医者に も かかれば、 観 行 

院様 (祖母) にも 伴われて 日朝 様へ 願 を 掛けたり、 色々 

苦労した のです。 其 時日 朝 上人と いうの は 線香の 光で 

経文 を 写した という 話 を 観行院 様から 聞いて、 大層 眼 

の 良い 人 だと 浦 山し く 思いました。 然し 幸に 眼 も 快く 

な つ て 何の こ ともなく 日 を 過した。 

夏になる と 朝 習いと いうの が 始まる ので、 非常に 朝 

早く 起きて 稽古に 行った ものです。 ところが 毎朝 通る 



というて、 大きな 豹 だか 虎 だかの 皮の 巾着 を 貰った の 

で、 それ を 腰に ぶらぶらと 下げて 歩いた が、 何だか 怪 

しい もの を さげて 居た 為め でで もあった かして 犬は猶 

更 吠えつ くようで、 しばしば 柳屋の 前で は 閉口し まし 

た。 然し また 可笑しかった の は、 其 巾着 を さげて 机の 

前に 坐って 手 習 をして 居る と、 女の人 達が 起ったり 

や， P 

坐ったり する 時に、 動 もす ると 知らずに 踏みつける、 

すると 毛が もじゃもじゃ とする ので キヤ ッ とい つ て 驚 

く。 其 キヤ ッと 云って 吃驚す るの が 如何にも 面白い の 

で、 後に は 態と 紐 を引ぱ つて 踏みそう なと ころへ 出し 

て 置いて 遣る のです。 彼のお 蝶さん という 方な ども 私 



の 後へ 廻って 清書の 世話な ど を 焼く 時に、 つい 知らず 

に 踏みつけて 吃驚した 一人でした。 犬に 吠えられ るの 

は 怖かった が、 これ はまた 非常に 可笑しく 思った から 

今以て 思い出して 独り 興ずる 折 も ある 位で、 本宅 を 捜 

したら まだ 其大 巾着が どこかに ある だろうと 思います _ 

手習いの 傍、 徒士 町の 會田 という 漢学の 先生に 就い 

て 素読 を 習いました。 一 番 初めは 孝経で、 それ は 七 歳 

の 年でした。 元来 其 頃 は 非常に 何 かが 厳重で、 何でも 

復習 を 了らない うち は 一 寸も 遊ばせな いという 家の 捉 

でした から、 毎日々々 朝 暗い うちに 起きて、 蠟燭を 小 

さな 本箱 兼 見台と いったよ うな 箱の 上に 立てて、 大声 



を 揚げて 復読 をして 仕舞いました。 そうすれば 先生の 

ところから 帰って来て 後 は 直ぐ 遊ぶ ことが 出来る ので 

すから、 家の人 達の まだ 寝て いるの も 何も 構う こと は 

無しに、 聞え よがし に復 読し ました。 随分 迷惑でした 

そうです が、 然し 止せと いう こと も 出来ない ので、 御 

母 様 も 堪えて 黙つ て 居らし つたそう です。 此復読 をす 

る こと は 小学校へ 往 くように な つ てから も 相 替らず 八 

釜 敷い うて 遣らされました。 併し それ も 唯 机に 対って 

声 さえ 立 て て 居れば 宜 いので、 毎日 の y J と ゆえ 文句 も 

口癖に 覚えて 悉皆 暗誦して 仕舞って 居る ものです から、 

本 は 初めの 方 を 一 一枚 か 三枚 開いた のみで 後 は 少しも 眼 



した。 

前に 申した ように 御 維新の 後 は 財産 を 亡くした とい 

う 訳で は 無かったです が、 家 は 非常に 質素な 生活 を 仕 

て 居て、 どうか すれば 大工の 木ッ葉 拾いに でも 遣られ 

ようとい う 勢いで したから、 学校へ 遣つ て 貰う のさえ 

漸々 出来た ような 始末で、 石筆で も 墨で も 小さくな つ 

たからと て浪 りに 棄 てた おぼえ は 無い。 指に 持ちに く 

くな つた 鉛筆な ど は 必らず 少し 太い 筆の 軸へ 挟んで 用 

いて 居て、 而も これ を 至当の 事と 信じて 居ました。 種 

善院様 (祖父) も 非常に 厳格な 方で、 而も 非常に 潔癖 

な 方で、 一生 膝 も 崩さなかった というよ うな 行儀 正し 



は 昼 は 家に 居られな いし、 御母様 は 私の 下に 妹 やら 弟 

やら を 抱えて 居られた のでした から 是非 もない 事で し 

た。 然しこう いうよう に 慣らされ たため 今でも 弟な ど 

のように 気不 勝ではありません、 至って まめな 方です。 

観 行 院様は 非常に 厳格で、 非常に 規則 立った、 非常 

に 潔癖な、 義務 は必 らず果 すと いうよう な 方でした か 

ら、 種 善 院様其 他の 墓参 等 は 毫も 御 怠りな さる- J と 無 

く、 また 仏法 を 御 信心で したから、 開帳な どの ある 時 

は 御 出かけに なり、 柴 又の 帝 釈 あたりな どへ も 折々 御 

出で になる。 其 時に 自分 は 連れて 往 つて 頂く、 これ は 

まあ 折々 の 一 つの 楽み であった のです。 其 他に 慰みと 
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